
警戒区域及び計画的避難区域における基礎データ収集モニタリング結果

の公表について

平成２３年７月１日

内閣府原子力被災者生活支援チーム

文部科学省

内閣府原子力被災者生活支援チーム及び文部科学省は、「環境モニタリング強化計画」

の一環として、警戒区域及び計画的避難区域（以下、対象地域）を対象とした詳細な空間

線量率の調査を実施することを６月１３日に公表した（参考参照）。

今回は、対象地域内の都市部であり、多様な環境を有する浪江駅及び富岡駅付近の２地

点において、以下の「基礎データ収集モニタリング」を実施したので、その結果を公表す

るものである。

今後、本基礎データ収集モニタリング結果をもとに、対象地域における「広域モニタリ

ング※」を実施する予定である。

〈基礎データ収集モニタリング調査の概要〉

１．実施期間：平成２３年６月１３日～６月２３日

２．調査場所：浪江駅及び富岡駅付近の２ｋｍメッシュ地点（別紙１）

３．測 定 点：上記２地点を１００ｍメッシュに区切り、各々４００地点で空間線量率

を計測（地上高１ｍ、地上高１ｃｍ）

４．測定結果：基礎データ収集モニタリング結果の概要等は別紙２のとおり。

浪江駅付近：別紙３－１～３－３

富岡駅付近：別紙４－１～４－３

５． 実 施 者： 電力中央研究所、東京電力

※対象地域を２ｋｍメッシュ（全２１７メッシュ）に区切り、「基礎データ収集モニタリング」のデ

ータをもとに、１メッシュあたり２０点程度を選定し、順次計測。各メッシュ内の土地利用形態な

ど多様な環境における空間線量率の状況（特に高い線量のポイント）を把握する。
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別紙１

測定場所（浪江駅付近、富岡駅付近）

浪江駅付近

福島第一原子力発電所

富岡駅付近

福島第 原子力発電所



別紙２

基礎データ収集モニタリングの結果について

（浪江、富岡駅付近モニタリング結果）

１．概要

２ｋｍメッシュの中でも、１μSv/h以下の地点から１０μSv/h以上の地点まで、空
間線量率に１０倍以上の幅があり、かつ、土地利用の違いにより、特異な値を取る地点

もあるが、全体の状況としては、今回の調査から得られた線量率分布は、事故後に放出

され降下し、土壌等に蓄積された放射性物質の濃度により形成されたものと考えられる。

なお、今回の線量率分布結果は、文部科学省及び米国エネルギー省による航空機モニ

タリングの結果と、ほぼ合致しているものと考えられる。

２．今回の測定で得られた知見

・ 一般的に地表面が土などの場合は、地表面に近いほど高い値を示すが、道路や駐車

場など広いアスファルト面が存在する地点の線量率は、周囲の線量率より低い値を

示す傾向が見られた。また、このような地点では、地上高１ｍの測定より、地上高

１ｃｍの測定の方が低い値を示すところもあった。この理由は、アスファルト上に

降下した放射性物質が雨により洗い流されたため、地表面での線量率は低いものの、

地上高１ｍの線量率は地表面からの影響だけではなく、近くの樹木など周辺からの

影響も受けているためと推測される。

・ 公共施設の入り口や住宅のカーポートなど、比較的大きな屋根の下では、測定値が

低い傾向にあった。これは、放射性物質が屋根などに積もって、地表面に降下しな

かったためと推測される。

・ 住宅地などに点在する林の中では、周囲に比べて線量率が高くなっているところが

あった。これは林によって捕捉された放射性物質が留まっているものと考えられる。

このことから森林の広がりを考慮した測定が必要になると考えられる。

・ 草地や田畑などの線量率は、高めであった。これは、降下した放射性物質が草など

の植物や土壌に付着し、強く結びついて、雨などで流されないためと考えられる。

３．今後の広域モニタリング調査における測定方針

今後実施する広域モニタリング調査においては、上記知見等を活用しつつ、各地点の

おおよその線量率の傾向を把握するため、各２ｋｍメッシュ内を４×４の１６の小メッ

シュに分割して測定を実施することとする。一方、各メッシュ内においては、今回得ら

れた知見により、特異な値を示すものと推測されるポイントも存在すると考えられるこ

とから、この場合は、そのポイントにおいても計測を実施することとする。
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参考

警戒区域及び計画的避難区域における詳細モニタリング実施計画について

平成２３年６月１３日

内閣府原子力被災者生活支援チーム

文部科学省

１．目的

警戒区域及び計画的避難区域について、「環境モニタリング強化計画」の一環として、

２ｋｍメッシュで実施する土壌調査と整合性を図り、これを補完する調査を実施する。

２．実施計画

警戒区域及び計画的避難区域を対象にした詳細な空間線量率の調査を実施する（実施

者：電力中央研究所、東京電力）。

（１）基礎データ収集モニタリング

基礎データを把握するため以下のモニタリングを実施する。

・実施時期：６月１３日～６月下旬（予定）

・調査場所：浪江町駅付近、富岡町駅付近の２ｋｍメッシュ地点（都市部を選定）

・測 定 点：上記２地点を１００ｍメッシュに区切り４００地点で空間線量率を計測

（２）広域モニタリング

基礎データを元に、以下の調査を行う。

・実施期間：６月下旬～８月下旬（予定）

・調査場所：警戒区域と計画的避難区域を２ｋｍメッシュ（全２１７メッシュ）とし、

１メッシュ２０点程度を選定、順次計測する。

（ただし、アクセス困難な場所、森林等人が住んでいない場所は除外）

（３）個別詳細モニタリング

個別モニタリングは、広域モニタリングの結果を踏まえ、これら区域の環境改善対策

の実施方法等の検討のための基礎データを得るため、住宅や道路、校庭などの詳細調査

を行う。（６月中旬～１０月末実施予定）

３．今後の予定

これらの調査結果を踏まえ、住宅等の生活圏における放射性物質の除染についてのモデ

ル事業を行い、今後の除染に向けた効率的・効果的な方法等を収集する予定。
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